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　未曾有のコロナ禍において、いまだに私たちは出口を見出せずにいる。この災禍を克服した証とな

るはずであった東京オリンピック・パラリンピックは、国論を二分する賛否両論の中、無観客での開

催という前代未聞の世紀の祭典となった。始まってみれば、メダルラッシュに沸き、各アスリートに

まつわる喜怒哀楽、中でも想像を絶するような苦難や奇跡のストーリーに人々は驚き、そして涙を流

した。渦中におけるひと時の救いを、多くの人にもたらしたことは間違いなかったであろう。しかし、

誰もが薄々気づいていたように、祭りのあとに新型コロナウイルスは、変異株の出現という形で一層

猛威を増した。ワクチン普及による暮らしと社会の回復という期待は打ち砕かれ、「もはや制御不能」

との声さえも聞こえてくるような有様である。

　コロナ禍で生活は大きく変わった。常にソーシャルディスタンスの確保が求められ、息苦しいマス

クも必須である。私たちはこれまで災害のたびに、家族や友人、同僚、近隣と、いつも「身を寄せ合い」

乗り越えようとしてきた。暴風雨が雨戸を揺らす中で、もしくは暗く静まり返った景色の中で、あの

ACジャパンのコマーシャルを見ながら、災禍が過ぎ行くのを互いに身を寄せ合って、じっと耐え忍び

希望を見出そうとしてきた。しかし、コロナ禍はそれを許さないのである。

　代わりに、Zoomをはじめとする、画像を伴う遠隔コミュニケーションツールの使用が一挙に拡大し

た。職場や学校、そして医療においても相応の力を発揮した。やってみればこれで十分だということ

で、都心のオフィスを畳む企業や、田舎に移り住む社員もみられるようになった。

　メンタルヘルスや精神科診療にも、Web会議システムは役に立ったといわれる。こころの問題につ

いて、そのようなサービスの利用は増えている。早期相談・支援の一つの窓口として、今後のさらな

る拡充が望まれる。それでも、対面の直接相談を希望する援助希求者も非常に多い。顔や動作が見え

て、声も明瞭であっても、それでも五感で相手を感じて「身を寄せ合いたい」のだと思う。

　一方で、コロナ禍で精神的に生活が楽になったと感じている人も少なくない。過剰な対人接触から

しばし解放されているからであろう。私たち人類は、ゴリラやオランウータンと異なり、際立つ「社交

性（sociability）」を持つチンパンジーの流れを汲む。それが故に、地球の生態系の頂点に立った。コロ

ナ禍は、人類最大の武器を封じられた状態といえる。思えば、人間であること自体が過剰な社交性を

帯びているのだから、その中で尚もsocialize（対人交流）を勧められ求められるのは、酷な話であろう。

今くらいが丁度よいのかもしれない。
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　森の賢者といわれるゴリラやオランウータンのように、静かに安心して程よく身を寄せ合えられる

時が、コロナ禍の終焉とともに訪れるのが待ち遠しい。


